
平 成 ２ ５ 年 度 事 業 報 告 
 
                              自 平成２５年４月 １日 
                              至 平成２６年３月３１日 
 
１ 会 議 
（１）幹 事 会        平成２５年６月１７日（月） 
（２）通 常 総 会        平成２５年７月１２日（金） 
（３）監 査        平成２６年６月１６日（月）、１７日（火） 
 
２ 事 業 
 
（１）災害対策支援事業（（一社）栃木県建設業協会） 
 
    災害発生時に、建設業界による自主的な災害復旧活動の支援や、被災地への物資の支援
   等を行うために、カセットボンベ式発電機2台、ブルーシート65枚、大型土のう280枚を購
   入した。 
 
（２）建設ふれあい事業 
 
    実施団体  (一社)栃木県建設業協会 塩谷支部 
    実 施 日      平成２５年１１月５日（火） 
    実施場所  主要地方道宇都宮船生高徳線観音橋架換工事現場及び船生小学校屋内運動

場建築工事現場 
    参 加 者      約160名（船生小学校生徒） 
    内 容      社会資本整備に対する理解と建設工事へのイメージアップを図るため、橋

梁架換工事及び屋内運動場建設工事現場を活用し、現場見学会を開催し公
共工事の理解促進を図った。 

 

（３）土木の日事業（土木学会関東支部栃木会と共催） 
 
    実 施 日      平成２５年１１月１４日（木） 
    実施場所  宇都宮東武ホテルグランデ 
    参 加 者      約200名 

・ 土木学会選奨土木遺産認定授与式 
    認定遺産  ｢所野第一発電所外山原取水施設｣ 
    所在地   日光市 
    管理者   東京電力株式会社 
     
  ・ 講演 
    講  師  早稲田大学 教授 中川義英 氏 
    演  題  ｢住民主体の文化・スポーツクラブと｢憩う｣場を拠点とした地域づくり｣ 
 
  ・ 最新土木情報 
    発表者   栃木県県土整備部砂防水資源課 課長補佐（総括） 斎藤 治秀 氏 
    演 題   ｢東日本大震災からの復旧｣ 
 
    発表者   宇都宮工業高校 環境土木科3年 春田克昭氏、栗田凱貴氏 
    演 題   ｢ハイスクールサミットｉｎ東北への参加｣ 
 
 
 
 
 
 



（４）現場見学会事業 ＜３件＞ 
 
  ① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 那須支部青年の会 

実 施 校      那須清峰高等学校建設工学科２年生 
    実 施 日      平成２５年１０月２２日（火） 
    実施場所  晩翠橋・旧青木家那須別邸、もみじ谷大橋、下塩原トンネル工事現場、那

須疎水 
    参 加 者      ３７名 
 
  ② 実施団体  栃木県立小山北桜高等学校 

実 施 校      小山北桜高等学校 建築システム科１～３年生 
    実 施 日      平成２６年１月２１日（火）～２２日（水） 
    実施場所  旧青木家那須別邸、栃木県下水道資源化工場 
    参 加 者      １１０名 
 
  ③ 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 
    実 施 日      平成２６年２月２０日（木） 

実施場所  神田川・環七地下貯水池（善福寺川取水施設） 
参 加 者      １３名 

 
（５）クリーンアップ事業（建設業協会各支部主催、ＣＣＩとちぎ後援）＜３件＞ 
 
  ① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会烏山支部  
    実 施 日      平成２５年７月２３日（火） 
    実施場所  那須烏山市内 主要地方道宇都宮那須烏山線 
    参 加 者      ８８名 
 
  ② 実施団体  （一社）栃木県建設業協会日光支部 
    実 施 日      平成２５年１１月１６日（土） 
    実施場所  日光市今市・瀬川地区  

国道１２１号及び４６１号・一級市道 瀬川森友線の約９km      
 参 加 者      ９８名 

 
  ③ 実施団体  （一社）栃木県建設業協会那須支部 
    実 施 日      平成２５年１１月２日（土）、１１月２０日（水） 
    実施場所  那須塩原市総合グランド内の市道                  

国道４００号大田原市保健センター交差点～稲荷神社 
国道４６１号大田原市金燈籠交差点～神明町交差点 他 
（那須塩原市ハーフマラソン、大田原マラソン大会のコース） 

    参 加 者      １１１名 
 
（６）講師派遣事業 ＜３件＞ 
 
  ① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会日光支部 

実 施 校  今市工業高等学校 
    実 施 日      平成２５年１０月８日（水） 
    講義内容  インターンシップのための安全教育 
    参 加 者      ３８名 
    講 師      建設業労働災害防止協会栃木県支部 藤田 稔 氏 
 
  ② 実施団体  建設業労働災害防止協会栃木県支部 

実 施 校  那須清峰高等学校 
    実 施 日      平成２５年９月４日（水） 
    講義内容  インターンシップのための安全教育 
    参 加 者  ２３１名 
    講 師      建設業労働災害防止協会栃木県支部 橋爪 良行 氏 



 
  ③ 実施団体  建設業労働災害防止協会栃木県支部 

実 施 校  宇都宮工業高等学校 
    実 施 日      平成２５年１０月２４日（木） 
    講義内容  インターンシップのための安全教育 
    参 加 者  １２１名 
    講 師      建設業労働災害防止協会栃木県支部 糟谷 淳 氏 
 
（７）広報事業 ＜７件＞ 
    
   【地域とのふれあい事業】 
 

① 主 催 者      余笹川流域連携ネットワーク 
    実 施 日      平成２５年７月６日（土） 
    実施場所  余笹川・黒川合流点であいの広場 
    参 加 者      約１８０名 
    内 容      毎年恒例の記念行事「川はともだち～川の日記念事業～」において、地域
          住民や子供たちが「かわ」とふれあい、「かわ」への愛着感を持っていた
          だくことを目的として、各種イベント（マスのつかみ取り、河川清掃、建
          設機械搭乗体験等）を実施した。 
 

【総合学習支援事業】 
 
  ① 主 催 者  (一社)栃木県建設業協会 塩谷支部 
    実 施 日      平成２５年１１月５日（火） 
    実施場所  船生小学校屋内運動場建築工事現場 
    参 加 者      約160名（船生小学校生徒） 
    内 容      社会資本整備に対する理解と建設工事へのイメージアップを図るため、重

機搭乗体験等を開催し公共工事の理解促進を図った。 
 

② 主 催 者      （一社）栃木県建設業協会青年経営者連合会下都賀支部 
    実 施 日      平成２５年１１月１３日（水） 
    実施場所  下野市石橋小学校 
    参 加 者      １４０名 
    内 容      建設業の重要性について、小学生にも理解が得られるようクイズ形式の授
          業や建設機械搭乗体験、測量機器（レベル・光波測距機）使用体験、新築
          中の体育館現場見学を実施した。 
 

【開通式典等】 
 

①  新４号国道６車線化・国道４号４車線化実現県民祝賀会 
    主 催 者      栃木県 
    実 施 日      平成２５年６月１５日（土） 
    実施場所  道の駅｢しもつけ｣情報交流施設 
    内 容      新4号国道及び国道4号線等に関するパネル展示を実施。 
 

②  一般国道４０８号真岡宇都宮バイパス暫定供用プレイベント 
    主 催 者      一般国道４０８号真岡宇都宮バイパス暫定供用プレイベント実行委員会 
    実 施 日      平成２５年８月１１日（日） 
    実施場所  一般国道４０８号真岡宇都宮バイパス 
          イベント広場：清南大地高架橋桁下付近 
    内 容      公共事業のＰＲパネルの展示やトンネル工事の経過写真等を掲示し、建設

業の重要性についての啓発活動を実施した。 
 

 
 



③  東日本大震災 土砂災害復興記念式 
    主 催 者      栃木県 
    実 施 日      平成２５年１１月３０日（土） 
    実施場所  さくら市喜連川地内（もとゆ温泉駐車場及びお丸山公園下） 
    内 容      建設事業の重要性を広くＰＲするため、パネル展示を実施。 
 

④  宇都宮茂木線 芳賀・市貝バイパス開通式イベント 
    主 催 者      （一社）栃木県建設業協会芳賀支部 
    実 施 日      平成２６年３月１６日（日） 
    実施場所  市貝町大字市塙地内 宇都宮茂木線バイパス道路敷き 
    内 容      開通式に伴うイベントとして、建設機械の展示及び搭乗体験の実施。 
 
（８）スマイル一声運動 
     

建設業のイメージアップの向上を図るため、昨年度作製したスマイルポスターを４千枚
   増刷し、各事業所に配布・掲示するとともに、工事現場周辺の住民等に対し笑顔でのあい
   さつを励行した。 
 
（９）技術力継承事業 
 

先輩方の経験や技術的知見を若い技術者に継承するため、県・市・町のほか公共工事の
設計施工に携わる方々が経験した工事現場のトラブル対応を事例にとりまとめ、「現場の
教科書Ⅱ」として編集するとともに、1,500部印刷し関係団体へ配布した。 

 
 
 
 
 
 
 
 


